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第4表　　　寒冷紗の綱目と宙発根力

区　　　　　　分
〝　当　力

播種　宜 革

g 用

・モ ナ　　 コ石 日 間 1釦 雄 ．6

3 0 0 番　 刀 日 間 ′ 三好．0

′モ ナ　　 5 日 間 ◆
‾‾‾‾ 面 ．0

2 0 0 番　 ㍊ 日 間 ま）．1

の　　　生　　育

カ

発　　 根　　 力

王▲‾葡

乾 重

根 ‾【‾‾‾這‾‾1

■根　　 数
地 下 部

風 乾 重

g √■ 本 g

乳3 5．2 17．4 0．8

3．3 3．9 18．5 0．4

▲一1 房 6．3 幻．5 0．9

▼j 旦＿ 4．8 14．1 0．4

第5表　　　寒冷砂の綱目と本田生育

区　　　　　　 分
卿 当 少

播 種 皇

6 月 10 日 6　月 才）日 6　月 27 日

草　　 丈
一　 株

茎　 数
草　　 丈

！ 一一＋ ．株

1 茎　 数 草　　 丈
一　 株

茎　 数

クレモナ 湘 番 翁 日間

g C覆 本 州 本 ¢1 木

1加 為．3 4．2 お．9 12．7 44．3 17．5

加 番 お 目閻 盟．7 6．1 35．0 12．8 41．6 劫．2

尭冷紗の綱目の小さい300番利用の場合は．200番利

用区に比し，苗の初期生育は優るが．田植当時の苗は，

800番区が200番区に比し，軟弱徒長の傾向とな少，特

に被夜期間長く，播種量の多い場合．この傾向が顕著で

ある．苗の発根力，本田抑期生育も，その傾向が判然と

している．即ち，寒冷紗利用によって畑苗代の温度管理

を簡易化する吻合．初期においては，ビニール併用によ

る保温効果の増大．後半は光を十分支える操作を折少込

むことが必要の様に思われる・

屯　労力並びに経費

労力に封いては．ビニール畑苗代の様に骨格を組まな

い点，温度調節によるビニールの開閉がない点で，著し

く労力は軽減される．経費については．寒冷紗を必要と

するが耐久年限が長一ハので．一年の負担は少ない・なか

この点については，山形貯近効で本年度実施した16戸の

農家について調査実施中である．

5．　考　　　　察

寒冷地稲作を一層安定化させる為に，健苗早穂は，多

くの良民に大面横にわたり頓少入れてもらいたい技術で

ある・このためには，手のこんだビニール畑苗代の様式

を今日の人手不足の現状にマッチした様式にあらためる

ことが必要と思い，従来の床巾185mのものを2倍の

270mに，ビニールは骨格を組まず，麦梓を敷きべたが

けし．一定の期間がたってから．寒冷紗被榎にかえる様

式を行った結果，今后に多くの研究の余地はあるが，山

形県の平坦部では，十分行い得る様式であることが認め

られた．

水稲の節聞伸長について
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1．　ま．え∴が　さ

水稲の節闇伸長に関しては．いろいろの角度から多数

の研究者によって研究されて来たが，特に節間の主要伸

長賜欄《ついては島民や猫舌氏らによってくわしい調査

がなされている．一方これら節間の伸長期を把握すると

とは．水稲生育の栽培学的解析や診断を行う上に重要な

相模とを少得ると考えられるので．西南暖地で行われた

上記諸氏の試験結果が東北地域においても，また東北の

試
　
地

士
Fl

品種においても適応出来るものかどうかを検討するため

に本試験を実施したもの‾である．尚本試験は1㈲－1粥1

年の2ヶ年に亘って行われたものである・

2．　賦　鹸　方　法

試験方法としての節間の伸長開始期は試料の抜取解剖

調査の結果求め，伸長終止期昼ジベレリンが示す伸長作

用を利用し．1－2日おきにジベレリンを散布し成熟期

収捜後各節閻長を測定し，最早ジベレリンによっても伸
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長が左右されない時期をもって．その伸長終止期とした．

即ち1淵）年に封いてはササシグレの保温折衷苗を6月2

日本田に挿秩し，7月2日から8月11日に丘♪1～2日おき

にジベレリン皿♪♪桝を1回散布した・また1妬1年には早

生品種オイラセを用い・衣lK示す供試条件のもとに試

集l表　供試条件（1滞1）

挿 秋 期 播 種 期 苗 代 様 式 挿 秩 時 秦 令

5 月 即 日 4 月 王2 日 畑 苗 代 五 0 β

6 ．10 5 ．10 ■ 5 ．0

6 ．抑 6 ・ 10＿ 」折 衷 苗 代 4．2

品種：オイラセ

験を行い，

上記の方法

で各節間の

伸長開始期

及び伸長終

止期を決定

した・尚伸

長開始期につレいては・解剖調査の結果・伸長をみない節間

は殆んど0・2～0・缶積に止まっているので，0．25用以上

伸長した時期をもって伸長開始期とした．

る・拭験結果並びに考察

第1図は各節間に対するジベレリンの散布時期の影響

を示したものであるが・周知の如く敷布時期によって各

節間作対する影響が異なる・すなわち著しく伸長を示す

もの・その伸長促進の補償作用とみられる節間の短縮を

示すもの・あるいは全く影響を受けないものをど，散布

時期の帝位によって影響度を異にする．

●〟貞　■事／媚 ‾刀鶉　‾〟■　凡イ

第1図　ジベレリン散布日と節間伸長との関係

ジベレリンの伸長現象に対する促進作用は．すべて伸

長能力をそなえているものに限ってあらわれ，既に伸長

能力を失ったものについては効果を現わさないことが知

られているので，或る節閲について伸長促進以後にみら

れるジベレリン反応の欠除は，その節闇の伸長能力の停

止期を示すとみなしてよいと考えられる．従って第1図

からジベレリンを利用することによ少節間伸長の終止期

を容易につかむことが出来ることは明らかである．なお

ジベレリンが反応を示すまでには或る時間・的経過が必要

であ少．真の伸長終止期を示し得るか否か懸念されたが

宍際にはあまカ問題はないようである．

第2図は上記の方法によって決定した．ササシプレに

おける各節間の伸長期間を出穂前日数奇基準としてあら

わし・瀬占氏等が東海近畿農試て調査したものと対比し

たものである・これよβ水稲にかける各節間の伸長朗始
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第2図　各節間の伸長期間

肌伸長終止期は地域が違い．品種が異なってもほほ一

致する．ものとみなされ－水稲の一つの基本的性質を示す

ものと推察される．

また第3由は1兆1年に極早生品種のオイラセを用い同

様を試験を行った結果を示したものであるが．この場合

ササックレ忙比較して若干の差がみられた．即ち5月幻

○　　■lO

甘　札

第8図　挿秩時期と節間の伸長期間（オイラセ）

日及び6月10日植えにかける各節脇の伸長開始期は．前

年試験のササックレに較べて2－3日野くれる傾向を示
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ナ・しかし伸長終止期はほほ一致するのをみる・また挿

秋期の違いによる差は5月即日植えと6月10日楯のもの

の間では差はをいが．6月如月植えになると前二者との

ずれが大きレ・この挿秋期が著しくおくれたことによる

飾間伸長期のずれは，第2衣に示すように幼棍分化及び

出穂期もまた前二者の挿秩期間の差に較べて大きいので，

第2表　挿扶時期と幼穂分化．出穂期との関係

挿秋 期
幼 糖分

出絶 期
幼穂分化～ 節間伸長開始期に

化　 期 出穂迄期間 かける幼穂分化程度

5月釦日 6月＝5 日 7月β日 為 日 Ⅹ

6 ．10 6 ．釦 7 ．27 j汀 Ⅹ

6．那 7 ．16 8 ．10 缶 Ⅹ

証：幼穂分化期は分化程度Ⅴの時期とした

この辺に原因があると思われる・ナをわち好適作挙がは

ずれたことにり・その基本性にも変化が生じたと考え

れは・品種の好適作李を節間仲良という乱点からみれば，

節捌中長期の基本性を変えをh範囲がその品種の好適作
李と逆にいえるかも知れをい．

なかオイラ七の如き極早生種では】普通伸長をみない

第5節間の伸長終止期は，挿秋期がおそくなるに従って

かくれる傾向を示し・またササシグレの第5節閲に相当

する伸長期間を示すものがオイラセKおいてみられない

ことは留意すべき現象と思われる・これらの原因につい

ては不明であるが・いづ九にしても挿秋期が著しく卦く

れない限れ普通伸長をみる節蘭の節聞伸長の時期は地

域によれ品種にユタ余少変らないものと推察された．

移植水稲の倒伏の早期診断について

石山六郎・斉藤正一・島田孝之助

（秋　田　県　展　試）

1．　ま．え：が：き

移植した水稲の倒伏防止には・出穂前劫日頃に除草剤

の2・4‾βとか〟CJ）の散布が．従来からその効果が認
められている．

東北農試及び東北各県農託では．超絶試験として昭和

初年度から・倒伏の早期診断法つま少出樵前釦日頃の水

稲の生育相から・倒伏を早期に診断する方法について検
討した．

秋田農式でも昭和祈年迄この試験を担当し以下の結果
が得られた．

なか餌・軌両年は主として倒伏の機構を明らか忙しよ

うとして・その結果は本誌第4号（訂．3）で報告した

が・例伏した格は倒伏しないもの上身，成熟時の下部節

制長及びこれに対応する下部の乗身長が良く．又出穂前

釦日頃の廉色が濃く．秦の垂れ下如が大きいことを謎め．

これらのことから出絶初日前頃の革出来を腑折すること

によって・倒伏の阜期診断が成る程度可能だと推察され
た，

2・　試　験方　法

L　昭和粥年度

保新帝話したチョウカイを供試し，基肥を少基肥・中

基肥・多基肥区を設け，夫々に出穂前亜日頃の分けつ期

追肥と・出穂前那日頃の削巴追肥区を設け．夷に極多基

肥区及び優多基肥K2・4－か稲体散布区・出穂脚目前

6みちの各区を設け．15秒㌧　2連制で試験した．

2　昭和町年度

丘）保折育苗したトワ〆．チョウウイ，農林41号（

〟－41）の3品種を供試し．基肥のみで標肥・ヤゝ多肥

・多肥の各区を設け，19秒㌧　2連制で試験した．

の　上記の各試験は盟X』血の一栽植様式で試験し

たが，栽研様式が異ることによって早期診断をするため

の生育期がどの様に変るかを知るために，保折育苗のチ

ョウウイを供試し．基肥でやゝ多肥．多肥区の夫々に，

19株方形．公株方形．頭株2粂並木の各様式の試験区を

設け．15が．2迎制で試験した．

る：試験結果及び考察

1　倒伏柁庇の拡埠について

水桶の倒伏捏度を表現するのに．従来は観察によって

多・中・少等の衣現がなされていたが，特にこの試鮫の

様に倒伏を主体とした吻合は．倒伏裡檻のJl【準を定めな

ければならない．




